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皇后杯関西予選２回戦敗退 全国大会出場決定 

決 勝 戦 で大 商 学 園 を 1-0 で破 る 

  平成 26 年度大阪高校総合体育大会（女子の部）は、8 月 24 日から J-GREEN 堺

他で行われた。今年は予選トーナメントを勝ち抜いた上位 4 チームが決勝リーグに

進み総当りリーグを行う方式で行われた。大阪桐蔭は、予選トーナメント 2 回戦で大

阪教育 C 附属を 10ー0、続く 3 回戦で教大平野を 31ー0 で破り決勝リーグに進んだ。

決勝リーグは大阪桐蔭、大商学園、追手門学院、大阪学芸の４チームで争われた。

大阪桐蔭は、追手門学院を 2ー0、大阪学芸を 2ー1 で破り、最終戦大商学園との試

合では接戦をものにし 1ー0 で全勝勝利、新人戦、春季大会に続いて優勝を飾り、3

冠を達成した。この大会で優勝・準優勝の大阪桐蔭、大商学園は全日本高等学校

女子サッカー選手権大会出場をかけて 10 月 26 日から滋賀で行われる、関西高等

学校女子サッカー選手権大会に出場する。 

～平成 26 年度大阪高校総合体育大会（女子の部）～ 

大阪高校総体優勝 大阪３冠達成 

芸術鑑賞会はＯＶＯ（オーヴォ） ◇決勝リーグ最終戦（10 月 4 日、J-greeｎ堺
Ｓ8）35 分ハーフ 
大阪桐蔭 1-0（0-0）大商学園 

【得失点】51 分村松 

 大阪 1 位をかけた戦いの相手は大商

学園。前半は、風の影響を受け何度か

ピンチを迎えたが、なんとか耐え切り無

失点で折り返した。後半風上でやや有

利になった大阪桐蔭はチャンスを多く

作った。後半 26 分コーナーキックのこ

ぼれ球を村松がミドルシュート、そのま

まゴールに吸い込まれた。後半 20 分大

商学園のカウンターに飛び出したゴー

ルキーパーの芝が味方守備者岩根と

交錯、ペナルティエリア外で手にあたっ

たボールは大阪桐蔭ゴールに向かって

いたため「決定機の阻止」と判定されレ

ッドカードが出された。しかし代わりに

入った森田がピンチを救い、最後まで

体を張って 1 点を守りきり、大阪桐蔭は

2008 年以来 2 度目の 3 冠を達成した。 
◇予選トーナメント１回戦（8 月 31 日、東住吉
総合グラウンド）35 分ハーフ（カッコは前半の
スコア） 
大阪桐蔭 10-0（2-0）大阪教育 C 附属 

【得失点】 5 分岩根、31 分永野（PK）、43 分村

松、47、48 分呉屋、55 分足立、56 分京井、64

分足立、67、69 分京井 

◇予選トーナメント 2 回戦（9 月 7 日、追手門
学院グラウンド）30 分ハーフ 
大阪桐蔭 31-0（16-0）教育大平野 

【得失点】1、2 分呉屋、4 分足立、5、7 分持田、

10、12 分呉屋、13、15 分持田、16 分田中梨

華、26、28 分持田、32 分村松、34 分呉屋、35

分山下、35+1 分呉屋、36 分大嶋、36 分岩根、

38 分京井、41 分大嶋、42 分足立、46 分京井、

48、50、58 分大嶋、59 分京井、61 分大熊、63

分大嶋、65 分村松、68 分大熊、69 分京井 

◇決勝リーグ第 1 戦（9 月 13 日、J-Ｇreen 

堺Ｓ8）35 分ハーフ 
大阪桐蔭 2-0（0-0）追手門学院 

【得失点】44、50 分呉屋 

◇決勝リーグ第 2 戦（9 月 23 日、J-green 堺Ｓ
11）35 分ハーフ 
大阪桐蔭 2-1（2-0）大阪学芸 

【得失点】3 分山下、8 分持田、48 分失点 

 

 

 

9 月 15 日より大阪第 3 代表として出

場した第 43 回関西女子サッカー選手

権大会兼第 36 回皇后杯全日本女子サ

ッカー選手権大会関西大会が行われ

た。大阪桐蔭は1回戦で昨年関西大学

リーグ覇者武庫川女子大学を 1 回戦で

破ったが、インターハイ優勝校の日ノ本

学園に敗れ 2 回戦敗退で幕を閉じた。 
◇1 回戦（9 月 15 日、神戸レディースフットボ
ールセンター）40 分ハーフ 
大阪桐蔭 2-1（1-0）武庫川女子（兵庫） 

【得失点】1 分山下、69 分呉屋、79 分失点 

初戦の相手は、武庫川女子大学。試

合開始早々わずか 18 秒で山下がゴー

ルを決め先制した。攻撃は前線からプ

レスをかけ自由を与えずラインを高く取

って攻撃的に行った。終始主導権を握

ることができた。後半 29 分に呉屋のゴ

ールでリードを広げた。試合終了間際

失点するもリードを守りきり勝利した。 

武庫川女子大学は関西学生女子リ

ーグでも上位を行く強豪。ここに勝利し

たことは大きな自信となった。 
◇2 回戦（9 月 21 日、神戸レディースフットボ
ールセンター）40 分ハーフ 
大阪桐蔭 1-4（0-0）日ノ本学園（兵庫） 

【得失点】54、64、67 分失点、82 分呉屋、83

分失点 

2 日後に大阪高校総体決勝リーグ第

2 戦の大阪学芸との試合を控えた難し

い試合となった。日ノ本には失点しない

ように重心を下げ慎重な試合運びとな

った。前半、何度かピンチを迎えたが

体を張って守り 0-0 で前半を終えた。し

かし後半、14 分一瞬の隙をつかれたト

リックプレーのコーナーキックで失点す

ると立て続けに失点。呉屋のシュートで

1 点を返したものの、その直後またもや

失点し立て直すことができなかった。 

 皇后杯は全国大会出場が目標だっ

たがインターハイ優勝に続き達成でき

なかった。 

 

 

 

 9 月 3 日に 2・3 年生は、中之島ビック

トップで「OVO（オーヴォ）」を学校行事

で鑑賞した。目の前で行われる大迫力

の演技にそれぞれ感じるものがあった。 

 

 

 

 

 第 23 回関西高等学校女子サッカー

選手権大会兼第23回全日本高等学校

女子サッカー選手権大会関西大会は

10 月 26 日滋賀県野洲川歴史公園サッ

カー場ビッグレイクで1回戦が行われ大

阪桐蔭高校は兵庫第 2 代表の神戸第

一高校と対戦し 5-0 で破りベスト 4 進出

を決め全国大会出場の切符をつかん

だ。昨年の全国覇者日ノ本学園、この

夏のインターハイ準優勝の京都精華、

昨年インターハイ第3位の大商学園も1

回戦を突破しベスト 4 に進出するととも

に、全国大会出場を決めた。なお、神

戸第一も全国大会が兵庫県で行われ

るため地元開催枠として全国出場を決

めた。試合の模様は 11 月 3 日午前 2

時から毎日放送で放映される。 
◇1 回戦（10 月 26 日、野洲川歴史公園サッカ
ー場ビッグレイク）35 分ハーフ 
大阪桐蔭 5-0（3-0）神戸第一（兵庫） 

【得失点】7 分村松、23、29 分持田、39 分呉屋、

50 分持田 

 村松の先制点、持田のハットトリックな

どで終始試合をリード、相手にシュート

を 1 本も打たせずに完勝した。 


